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こ
の
ほ
ど、

部
落
ぐ
る
み
の

参
加
で
盛
り
上
げ
た
町
民
卓
球

ま
つ
り
を
は
じ
め、

各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
聞
か
れ、

厳
し
い

楽
さ
の
中
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

主
な
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す。

－
町
長
卓
球
ま
つ
り
〈
2
／
悶

・

町
民
体
育
館
。
8
チ
1
ム
）

マ
団
体
／
①
元
町

②
太
郎

③
常
盤

マ
個
人
／
一

位
の
み
。

小
男
日

相
座
孝
則
〈
太
郎
〉
、

小
女
H

鈴
木
三
千
代
ハ
元
町
〉
、

中
男

H
阿
部
直
彦
ハ
太
郎）
、

中
女

H
長
岡
明
美
（
同）
、
一

般
男 女

各
種
大
会
で
熱
戦

熱気あふれた卓球まつリのひとこま

H
清
野
雅
英
ハ
送
橋〉
、

一

般

女
H
阿
部
千
尋
〈
常
盤〉、
シ
ニ

ア
男
H
鈴
木
藤
七（
西
町
）、

シ

ニ
ア
女
H
宮
本
千
代
子
会
二
中
）

・
町
長
ス
キ
！
大
会
ハ
2
／
ロ

．

白
倉
ス
キ
l
場。
市
名
参
加〉

マ
小
学
4
年
男
回
転
／
①
五
十

嵐
女
惜（
宮
小
）、

②
佐
綴
俊
範

（
宮
小）、
＠
阿
部
正
樹（
立
木
小
）

マ
小
学
女
回
転
／
①
阿
部
秀
代

（
立
木
小
〉、
＠
志
藤
由
美
子〈
大

谷
小
）、

＠
阿
部
笑
子
〈
西
小
）

マ
小
学
5
・

6
年
男
回
転
／
①

鈴
木
俊
行
（
和
合
小
〉
、

②
岡

崎
国
宏
（
宮
小
）
、

③
長
岡
毅

〈
西
小
〉

マ
中
学
男
回
転
／

①

志一
線

賢

一
、

＠
阿
部
芳
久、

③
阿
部
哲

マ
中
学
女
回
転
／
①
海
野
硲
美

②
柏
倉
瑞
江

マ
中
学
男
大
回
転
／
①
志
藤
賢

一
、
＠
渡
辺
弘
司、
③
松
田
道
典

・
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

〈
3
／
4
・

町
民
体
育
館
。

7
チ
l
ム
参
加
〉

①
か
み
ご
う

②
羽
友
会

＠
シ
ャ
ト
ル
コ
ッ
ク
ズ、

た
こ

焼
き
が
好
き、

消
防
朝
日
分
署

・
大
谷
剣
道
少
年
団
錬
成
大
会

（
2
／
ゆ
・

北
部
体
育
館
）

マ
3
年
男
女
／
①
白
岡
満

②
志一
勝
敏
章

③
遠
藤
浩

マ
4
年
男
／
①
芯
線
治

②
佐

藤
学

③
遠
藤
春
樹

マ
4
年
女
／
①
白
田
美
加

＠
白
田
こ
ず
え

③
白
悶
真
紀

マ
5
年
男
／
①
大
谷
郷
土穴

②
高
萩
綾
平

③
鈴
木
征
司

マ
5
年
女
／
①
途
藤
め
ぐ
み

②
鈴
木
加
奈
子

マ
6
年
男
／
①
志一
勝
晃
一

＠
自
国
徹

③
長
岡
勉

マ
6
年
女
／
①
安一
線
博
美

②
白
田
美
香

＠
保
利
真
澄

マ
中
学
1
年
男
／
①
柴
図
仁

②
長
岡
泰

＠
鈴
木
慶
一

マ
・中
学
1
年
女
／
①
小
野
由
美

＠
白
回
美
代

＠
清
野
向
美

マ
中
学
2
年
男
／
①
遠
藤
秀
彦

＠
渡
辺
弘
司

＠
渡
辺
康
彦

マ
中
学
2
年
女
／
①
東
員
怒
子

②
長
岡
さ
よ
子

マ
J取

優
秀
賞
杯
争
奪
戦
／
①
遠

藤
秀
彦

②
渡
辺
弘
司

③
長

岡
泰、

柴
田
仁

・
郡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

（
3
／
4
・

寒
河
江
中
部
小
）

マ
和
合
小
／
女
子
1
位、

男
子

3
位

マ
宮
小
／
男
子
3
位

町
地
域
開
発
研
究
会
〈
阿
部

宗
一

郎
会
長
・

町
内
十
三
の
機

関、

団
体
で
組
織）

で
は、

朝

日
町
が
誕
生
以
来
こ
と
し
で
三

十
周
年
を
迎
え
る
の
に

あ
た

り、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
キ
ャ
γ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
ま
し
た
。

昨
年
七
月
か
ら、

広
報
紙
な

ど
で
全
町
民
を
対
象
に
応
募
を

呼
び
か
け、

九
月
十
七
日
で
締

切
っ
た
結
果、

五
十
五
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

十
一

月
十
五
日、

第
一

回
キ

十
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
委
員
会
を
聞

い
て、

慎
重
に
選
考
し
ま
し
た

が、

特
選
作
品
な
し
と
判
断、

委
員
会
に
お
い
て
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
第
二
回
キ
ャ
γ

チ
フ
レ
ー
ズ
委
員
会
を
聞
き
K

J
法
に
よ
る
策
定
作
業
を
行
い

原
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
一

月
三
十
日、

代
表
者

会
議
を
開
き
検
討
し
た
結
果、

新
し
い
ま
ち・
つ
く
り
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
伎
作
五
点
に
つ
い

窃
nω
門別
母
音
dd
〈
＠

牟
ヤ
切
手
フ
レ
ー
ズ

町
に
対
し
て
提
言

て、

委
員
会
の
原
案
ど
お
り
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
も
ら

う
た
め、

三
月
九
日
町
に
対
し

て
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

「
あ
す
へ
の

チ
ャ
レ
ンμ
γ

あ
さ
ひ
ま
ち
」

ー
い
い
人
・
い
い
ま
ち
・

い
い
く
ら
し
｜

。
佳
作

＊
自
然
豊
か
に

伸
ば
せ
産
業

朝
日
町

〈
太
郎
一
・

長
問
幸
雄
〉

＊
創
意
と
工
夫

み
ん
な
の

知
恵
で

つ
く
る
町

〈
菜
木
沢
・

遠
藤
純
子
〉

＊
明
日
の
た
め
に

み
ん
な
で
築
く

朝
日
町

〈
四
ノ
沢
・

相
座
力
雄〉

＊
む
か
え
よ
う

地
方
の
時

代
た

わ
が
町
に

（
本
町
・

鈴
木
日
枝
子
〉

＊
地
方
時
代
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
町

朝
日

（
巽
中
・

川
村
由
美
子
〉



C>申込み／必要書類を添えて，
4月14日まで教育委員会へ

参加希望のかたは，3月24日ま
で中央公民館へお申し込みくだ
さい。 〈愈 7-2111)
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＊スキーパス運行を延長

スキーパスそ次のとおり延長
して逆行しますので，どうぞ御
利用ください。
C>運行自／3月20日～4月 1 13
C>運行時間／役場前 午前9時

発，白倉午後 4 時30分発
C>会費／役場～白倉，大人400

円 ， 子ども 200 円

※お問い合わせは，役場企画課
へ（＇＠＇ 7 -2111)

・日山製作所
・サンライズ

女子10名
女子20名

＊求人あんない

＊朝日町奨学生を募集

朝日町育英資金貸与条例によ
る奨学生を必集します。
じ〉募集対象／①朝日分校生会員
＠一般向校生 ＠大学生
C>貸与基準／①成績優良な者

②学資の文弁が困難な家庭の
子弟 ＠将来，朝日町に残る
意志のある者

C>貸与人員／①一般高校生10名
以内 ②大学生10名以内

C>貸与月額／①高校生 5.000 円

②大学生10.000円

＊今年の成人式は 4 月 29日

今イf-の成人式は4月29日に中
央公民館で行われます。対象者
は，l肝不1138年 4 月 2日から昭和

39r.1ミ4凡1 日までに生まれたか
たです。

Jllfllせに在住しているかたにつ
いては ， 袋内状を送付します。

lllf外に転出されているかたで
、、今，、＋r、＋，、‘，，、＋，，、．，、，，、令，、
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1目 、
三
十一二

の
復
興
と
民
衆
の
教

和

国・隈凶臨嗣

匡画昌嗣a

mE閉山副則

自画圃・

観
音
及
び
弘

し
た。

M
S
I
E
－
－

1
川
1
E
E
I
－
－
－
E

法
大
師
像
が

当
時 、
寺
は
村
か

一

春
一
番
の
南
風 、
防
炎
も
え

安
置
さ
れ
て
い
る。
東
永
寺
の

離
れ
た
楯
山
の
陰、
－

ん
る
五
百
川
郷 、
雪
は
だ
れ
な
す

縁
起
は
寺
伝
に
よ
る
と
次
の
ょ

っ
北
の
で
倉
沢
山
東

M

東
永
寺 、
谷
の
鷲
夢
か
ら
さ
め

う
で
あ
る。

っ
た。

究永
の
終
り

…
て
梅
の
小
枝
に
春
を
告
ぐ。

天
文
年
間
（一
五
三
ニ
l一

地
に
移
っ
た
の
で
あ

い

宥
白
上
人
同
き
た
る
法
脈
と

五
五
五〉
宥
白
上
人
に
よ
っ
て

地
蔵
盆
の
建
立

A

ん
こ
に
四
百
年 、
星
霜
移
り
僧
は

閉
山
さ
れ 、
克
永
の
初
め
こ
ろ

七
年
で
あ
る
か
ら

に

…
改
り
香
の
煙
は
絶
ゆ
る
と
も 、

湯
殿
山
大
日
寺
の
僧
宥
実
上
人

で
あ
り、
現
在
の
摩

川
必
叡
山
上
月
消
し。

が 、
真
言
宗
の
祈
願
所
と
し
て 、

永
二
年
の
建
立
で
あ

ん

富
宿
の
広
い
悶
聞
を
東
に
進

東
永
寺
の
寺
宝
と
し
て 、
築

山
む
と
戸
数
回
五一戸
の
新
宿
に
出

－
－

E
L
－
－

u

師
如
来
の
画
像
と 、
杉
山
の
藤

…
る。
こ
こ
は
戦
国
時
代
の
城
下

d
右

着
車

勺

＠

沢
坊
か
ら
譲
り
受
け
た
と
い
わ

叫
町
で
あ
る。
今
も
大
船
が
軒
を

‘

れ
る
大
般
若
経
六
百
巻
が
堂
内

ん
な
ら
ベ
白
壁
の
土
蔵
が

ま
と

泊

ぐ

M
Y

泌
く
柑
蔵
さ
れ
て
い
る。

山
散
在
し 、
立
派
な
門
構
え
の
屋

i

住
職
奥
平
神
間…
師
は 、
二
十

日
敷
が
残
っ
て
い
る。

年
ほ
ど
前
か
ら 、

川
西
町
大

ム

村
の
中
ほ
ど 、
老
松
と
紛
の

一
字
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ

塚 、
高
福
寺
の
住
職
と
な
っ
た

ん
大
木
に
固
ま
れ
た
丘
に
建
つ
の

る。
今
か
ら
三
六
O
年
ほ
ど
普

た
め 、
現
在 、
東
永
寺
は
無
住

、

広

ざ
A

は

M

が 、
真
言
宗 、
山一品
山
派
東
永島寸

の
こ
と
で
あ
る。

寺
の
形
と
な
っ
て
い
る。

ν

九
で
あ
る。
境
内
に
入
っ
て
左
手

そ
の
後
上
人
は 、
高
野
山
に

（
文
／
広
報
委
員

長
岡
幸
助）

…

an

e
ん

よ

A

に
建
っ
て
い
る
の
が
地
蔵
堂
で

登
っ
て
茸
替
僧
正
に
つ
い
て 、

～

ん
あ
る。
ぉ
堂
の
奥
深
く
弘
法
大

仏
道
の
諸
流
を
修
業
し

、

M

師
作
と
伝
え
ら
れ
る
地
藤
菩
薩

た。
さ
ら
に 、
奈
良
の
真

叫
が
祭
ら
れ、
と
れ
が
御
本
尊
で

言
宗
の
総
本
山
長
谷
寺
の

ん
あ
る。
と
れ
ば
秘
仏
と
い
わ
れ

小
池
坊
秀
算
僧
正
に
つ
い

…
拝
観
す
る
ζ
と
は
で
き
な
い。

て
仏
法
の
奥
母親
ーを
極
め
た

…
御
本
尊
の
前
に
は 、
前
仏
と
し

と
い
う。
や
が
て
上
人
は 、

ム
て
総
尚
七
四
践
の
地
蔵
尊
が
祭

究永
七
年
（
二ハ
三
O）

ん
ら
れ 、
脇
士
と
し
て
千
手
観

十
二
月
帰
山
し 、
東
永
寺

F
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